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            (英語)This study was supported by the Earthquake Research Institute cooperative research program. 
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８．研究実績報告（成果） 
 不均質媒質中における地震断層の準静的成長に関する定量的シミュレーションを行い、

地表堆積物の層構造での横ずれ断層（mode III）成長停止機構を調べた。2層構造モデル
を仮定し、表層の弾性媒質を１、深部の半無限弾性媒質を２とする。初期応力比( 1/ 2)
は剛性率比( 1/ 2)と等しく 1/10とし、破壊のより断層面上の応力はゼロになるとした。
各層の強度は c1, c2とする。断層はせん断応力最大方向に準静的に成長するとして、破

壊伝播による応力を FEM-β法により計算して、境界面に向かう破壊伝播のシミュレー
ションを実行した。層構造による断層成長の停止に関しては、強度比 c1/ c2 = 1/ 2 
(=1/10)の場合、断層は堆積層を貫き地表面に達した。地下 3 km から始まった破壊は、
堆積層が一種の自由表面として作用し、不連続面に向け応力が増加する。境界を横切る

と歪みが連続であっても弾性定数が不連続に 1/10 になることにより応力レベルは突然
1/10になる。従って、堆積層強度が c1/ c2 =1の場合には、境界で断層成長を停止する。 
低速度ですべり速度弱化、高速度ですべり速度強化を示す摩擦構成則を用いて、沈み

込み帯深部で発生する短期的スロースリップイベントのモデル化に成功した。シミュレ

ーションでは、間隙水圧が非常に高いとし、有効圧を 1MPa程度、臨界相対変位量を１
mm程度に設定することで、1日に 10km近く伝播するスロースリップイベントの再現
に成功した。また、シミュレーションの結果、すべり速度と伝播速度の間に比例関係が

存在することが見出された。 
３次元の無限均質媒質中の断層を三角形要素に分割して表現することで、断層上の動

的破壊過程を境界積分方程式法でシミュレーションすることのできる手法の基礎が、ほ

ぼでき上がっていが、現実に起きる大地震のように震源が浅く、地表面の影響が無視で

きないようなケースには、この手法は応用できない。地表面をあたかもそれが巨大な断

層であるかのように扱うことで、自由表面のある３次元均質媒質中の断層にも上記手法

が適用できるようにするための基礎的研究を行った。地中断層と地表面のあいだの相互

作用は、開発中の新しい手法では、２種類の断層のあいだの相互作用として近似的に表

現されることになる。簡単なモデルに対して試算を行った結果、地表面上の残留変形等

に関し、物理的な期待に沿うとおりの結果が得られた。 


